
令和５年度和歌山県後期高齢者医療制度懇話会 概要 

 

１．開催日時  令和５年 11月９日（木） 午後２時 00分から 

 

２．開催場所  自治会館 ３階 304会議室 

 

３．出欠状況    【出席委員】 

三宅 邦江 委員 福本 俊次 委員 

上林 雄史郎 委員 仲河 義仁 委員 

江口 暢洋 委員 上野 隆生 委員 

山田 茂弘 

川邉 美和 

委員 

委員 

福永 康一 委員 

 

        【欠席委員】 

瀧口 幹二 委員   

 

        【オブザーバー】 

和歌山県国民健康保険課 副課長 辻内 崇志  

和歌山県国民健康保険課 主 査  新 美紀  

 

【事務局出席者】 

事務局長 山路 都子 次長兼業務課長 池本 收児 

会計管理者兼会計課長 髙松 浩二 総務課長 中田 智也 

財政班長 坂東 由佳子 総務班長 森下 和哉 

資格保険料班長 赤松 孝則 給付適正化班長 江里 雅夫 

総務班主査 

資格保険料班主事 

楠 千弥 

吉田 衣里 

健康推進班主事 

 

御前 昇吾 

 

 

４．次  第  開会 （１）事務局長挨拶 

           （２）委員紹介 

           （３）会長選出 

           （４）副会長選出 

        議題 （１）後期高齢者医療制度の運営状況について 

           （２）保健事業について 

           （３）令和６年度・令和７年度新保険料率（案）について 

（４）第３期データヘルス計画策定の進捗状況について 

           （５）その他 

        閉会 



５．概  要   (会議内容) 

会長・副会長選出 

 会長に山田茂弘委員、副会長に上林雄史郎委員が選出された。 

 

議題 

（１）後期高齢者医療制度の運営状況について 

 事務局から、令和４年度の決算の状況、医療給付等の状況、入札契約の状況につい

て説明しました。 

 

＜意見・質問等なし＞ 

 

（２）保健事業について 

事務局から、広域連合が実施している「健康診査事業」、「歯科健康診査事業」、「糖

尿病性腎症重症化予防事業」、「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業」、

「重複及び頻回受診者等訪問事業」、「後発医薬品差額通知事業」の取組状況について、

第２期データヘルス計画最終評価案を基に説明しました。 

 

＜意見・質問等なし＞ 

 

（３）令和６年度・令和７年度新保険料率（案）について 

  事務局から、令和６年度・令和７年度の保険料率改定について、保険料率等の計算

方法、療養給付費等の見込み、保険料率試算結果等について説明をしました。 

 

 ＜意見・質問等なし＞ 

 

（４）第３期データヘルス計画策定の進捗状況について 

事務局から、現状分析結果等について説明しました。 

 

（委員） 

協会けんぽでもジェネリックを推進しているが、和歌山の利用率は全国 47 都道府

県の中で後ろから 4番目であり、全国的に見ても進んでいない。原因として、紀南は

調剤薬局の数が比較的少なく、ジェネリックでは揃わないので、従来の医薬品を利用

しているのではないかと思われる。 

 

（５）その他 

 （委員） 

  医科健診の受診率について、既に医療にかかっている高齢者は多く、相談を受ける

ことも多いが、わざわざ健診に行くのが嫌だという人もいる。もっと医科健診を受診



しやすくするため、受診券の記載方法を考えるなど、新しい方式を検討してはどうか。 

 

（事務局） 

みなし健診という制度があり、健診で必要とする項目を医療機関から頂くことで、

健診を受診したものとみなす制度ですが、本人からの同意が必要となり、医療機関の

協力が必要になる。また、広域連合が定める健診項目を全て網羅する必要があり、か

なり複雑で、取り組めている広域連合は少ない。 

 

 （委員） 

みなし健診という制度があるということをもう少し広報すれば、受診率も上がると

思う。私自身も初めて聞いたので、医師が知らないケースもある。受診券の中にはみ

なし健診について書いているか。 

 

 （事務局） 

今の受診券には書いていない。国保では実施しているところもあるが、当広域連合

では実施には至っていない。 

 

（委員） 

  歯科健診の受診率について、最低でも受診率を 10％には上げたいという思いがあ

り、何かいい方法はないかと思うが、歯の健康が全身の健康に関係するとわかってき

ている中で、もっと国民、県民に何かアピールすることができるようなイベント等、

健康に関する関心を高める機会を考えられたらと思う。 

患者さんに歯の健康の大切さをアピールして、歯科健診を受診するよう勧めている

が、届かない部分がある。 

歯科の健診は、妊婦健診から乳幼児、小中高は受診の機会があるが、20 代から 40

代も含めて、各ライフステージでの健診が大事であり、国民皆歯科健診を目指してや

っている。和歌山県の方でもデータを集めていただいているが、受診者が少ないため、

提供できるデータが少ないので残念に思っている。 

 

（事務局） 

現在、色々な市町村で広報に努めており、和歌山市であれば 8020 とか、様々な事

業を行っている。ご指摘のとおり、歯の健康が全身の健康にかかわっていくというこ

とは色々なデータからわかってきておりますので、受診率の向上に努めていきたいと

考え、あらゆる方法で広報していきたいと考えている。 

 

 

午後 3時 42分 閉会 


